








はじめに

胎児診断・胎児治療を胎児医療として,ひいては周産期医療の一部として社会的に認めて

もらうためには,胎児診断・胎児治療とはどういうものなのかを医学的にはっきりさせる

とともに,その目的・適応・要約・精度・効果(患者・家族・社会に対する)をはっきり示

さねばならない。

本研究グループでは,胎児治療の目的・条件・内容と対象疾患について荒木私案の提示を

もとめ,全員による討論を実施する一方で,主要な疾患別の胎児治療ガイドライン案の作成

を試みた。


